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第 19 回  福事研研究大会 

 

平成 29 年 12 月 14 日(金)、福岡市の都久志会館大ホー

ルで、第 20 回福事研研究大会を開催しました。今年度は、

「子どもの豊かな育ちをめざして、学校経営ビジョンの実

現に貢献する学校事務」を大会テーマに掲げ、午前中は記

念講演として民間人校長として活躍されている、奈良市立

一条高等学校 校長 藤原和博氏の講演、午後は会場を三

つに分け、それぞれのテーマで分科会を開催しました。 

当日は福岡県教育委員会 野中 顯人事管理主事をは

じめとする来賓の方々、県外からの参加者(107 名)、会員

及び県内教育関係者を合わせ601名の参加申し込みをいた

だき盛会のうちに終了しました。また今回の研究大会に対

して全事研及び九州各県事研からお祝いのメッセージを

いただきました。お礼を申し上げます。 

◆ 川原通央会長挨拶  

第 20 回福事研研究大会

に多くの方に参加いただき

ありがとうございます。本

日は、県外から参加の107名

の方を含めて、合計で600名

を超す方々に参加いただい

ています。 

また、日頃よりご指導、ご支援いただいています、ご来

賓の皆さま、公務ご多忙な中、出席いただき、感謝申し上

げます。今回は、この大ホールの収容人数を超える参加者

となりましたので、初めての試みとして、４階の会議室を

サブ会場として準備し、午前中はそちらに中継で全体会の

様子を流しています。 

さて、みなさんご存じとは思いますが、先日の中教審答

申、いわゆる「チーム学校答申」などで、学校事務職員に

対する期待が大きくなるなか、学校教育法が改正され、事

務職員の職務規定が「事務に従事する」から「事務をつか

さどる」になりました。 

また、現在、中教審で検討が進められています「学校に

おける働き方改革」、間もなくでる中間まとめで、国として

の「緊急対策」も出されると聞いていますが、それをふま

えて中間まとめの案の中でも、学校運営上の様々な場面へ

の事務職員の関わりが求められています。 

これまでになく、学校事務職員への期待が大きくなって

いる、今のこの流れにのっていくのが大事なことだと考え

ています。ただし、今日の午後の分科会でも議論になるか

と思いますが、事務職員にもいわゆる「働き方改革」は必

要となります。教員の負担軽減ばかりで、事務職員として

は、不満もあると思います。 

しかしながら事務職員の定数が増えてから考えようと

か、今の仕事量が減ったなら行動を起こそうとか、そうい

う受け身の姿勢でいては、今のこの波に乗り遅れることに

もなりかねませんし、民間で言えば私たちの顧客ともいえ

る「児童・生徒たち」にその間、教育現場の改善を待って

もらうということにもつながるのではないでしょうか。 

「従事する」から「つかさどる」へ、『新たな学校事務』

と言いましても、必ずしも今以上に仕事量を増やすという

イメージではありません。現状の共同実施から新たな共同

学校事務室へ移行し、今以上に組織的な事務を行うことで、

整理できる部分を作り出し、そのうえで「つかさどる」業

務内容にシフトしていくというイメージでいます。 

福岡県でも、政令市への給与負担移譲を受けて、北九州

市、福岡市では共に新しい学校事務へと変わってきている

と聞いています。また、政令市を除く県教委管轄では、昨

年度より設置された「学校事務機能強化検討会議」におい

て、今後の学校事務についての検討が進んでおり、来年度

からは具体的な取り組みもスタートしていくと思ってい

ます。 
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この間、いくつかの研修会等で、そういった今後の学校

事務の在り方等について、話しをしていますが、多くの事

務職員の方の興味関心は、そういう話よりも、給与事務等

の研修「実務研修」のほうに向いているように思われます。

目の前の仕事をどう処理していくか、それに追われるのも

無理はないと思いますが、たとえば、その給与事務、あと

何年、今と同じような処理を続けていると思われますか。

政令市のように総務事務センターが入れば、そこが給与事

務のほとんどの処理を行うようになります。そうなったら

給与事務の書類作成に詳しくても、そのノウハウは、今後

あまり必要のないものとなると思います。    

みなさんご存知のように、学校事務という職業は、近い

将来、人工知能・ＡＩに、とって代わられると言われてい

ます。そういう状況の中で、これからの学校事務の在り方

について、事務職員内部だけでなく、様々な考え方・意見

を出しあって検討しながら、この後の特別講演でも講師の

先生からお話がありますが、正解のない時代の中でみんな

が折り合える、納得できる答えを早く出して、前向きな取

り組みを、早急に進めていく必要があると考えています。 

最後に、学校事務にとって大きな変革の時を迎えている

今、皆様の学校現場における実践により、「つかさどる改革」

が進み、学校教育環境の充実、教育条件の整備がさらに進

むことを期待します。 

◆ 野中人事管理主事（県教委） 

皆様がご承知のとお

り、国においては、学校事

務職員が主体的に校務運

営に参画するよう職務規

程の見直しや共同学校事

務室の設置などについて

法改正がおこなわれ、平成 29 年 4 月から施行されていま

す。 

また、本年 8月の中央教育審議会の学校における働き方

改革に関る緊急提言では、国及び地方公共団体においては、

事務職員の職務規程が見直された趣旨を踏まえ、副校長、

教頭、教員と事務職員との間で、業務の連携や分担のあり

方を見直すなど、事務職員を活用することで、事務機能の

強化、業務改善の取り組みを推進するよう務めることとさ

れています。今後、教員と適切な役割分担を行いつつ、学

校の組織としてのマネジメント力を高め、学校と地域をつ

ないでいく学校事務職員の役割は、さらに重要となってき

ております。 

また、本県では学校機能検討会議において、市町村立学

校の学校事務職員の専門性と校長のリーダーシップを支

点とした、学校の業務改善をはかるための方策等を検討調

査検討しているところです。 

今後も学校事務職員の皆様方、また、各市町村教委員会

のご理解を頂きながら、事務機能の強化に積極的に取り組

んでいく所存でございます。 

＜出席いただいたご来賓＞

　福岡県教育庁教育企画部教職員課
　　　　人事管理主事　野中　顯　様

　福岡県小学校校長会
　　　　幹事長　小森　晃　様

　福岡県中学校校長会
　　　　幹事長　渡部　保介　様

　福岡県教職員互助会
　　　　専務理事　池上　利之　様

　日本教育公務員弘済会福岡支部
　　　　支部長　亀岡　靖　様

 

◆記念講演  

「10 年後、君に仕事はあるのか？」 

 ～子どもたちの未来を拓くために～ 

奈良市立一条高等学校校長 

教育改革実践家      藤原 和博 氏 

今日、私が皆さんと共有し

たいと思っているのは、この

10年、そしてここからの10年

は、今まで来た100年ぐらいの

変化が一気に来るとも言われ

ています。子どもたちの様子

ももちろん変わるはずです。それから何より我々がやって

いる仕事です。学校事務の仕事を含めて全ての仕事が、教

員の仕事も含めて絶対に変化・変質していきます。それを

前向きに捉えていただき、これから頭をやわらかくするこ

とが非常に大事なので、情報処理力はベースとして、正解

がない課題に対してどういうふうに自分で仮説を見いだ
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して次の展開を考えていくか、あるいは、開けにくい局面

を開けていくか、そういう情報編集力と頭のやわらかさが

すごく大事なのです。それを今日かっちり掴んでいただき、

さらにどういう練習をするとその頭がやわらかくなるの

かという、そこまでの実感を掴んでいただければなと思い

ます。 

今日の話は、先ほど言ったようなことで情報処理力から

編集力へ。そうすると10年後にも通用する力が身につきま

すよという話です。 

早速ですが、最初この導入から入ります。「これから10年、

最大の社会変化は何か」実は一条高校で私が入学式で、去

年も今年も最初に新入生と保護者に問いかけた、テーマで

す。皆さんのところの学校で、校長が入学式とか卒業式と

か始業式、終業式、誰も聞いてないようなこの祝詞、「こう

いうのが大事です」みたいな感じで、教訓を話す人が多い

です。でもほとんど、子どもたちには残らないのです。そ

の証拠に、中央研修で校長先生全員に聞いてみました。「あ

なたが今いろんな挨拶をしていると思いますが、自分自身

が小学校、中学校、高校といろんな校長の話を聞いていて、

1個でも覚えていることがある人」ということで手を挙げ

させますと、200人いて4、5人です。いかに印象に残ってい

ないかですよね。やはり世の中の変化とのブリッジを架け

る役が、本当は校長の役であるはずですから、世の中で何

かが起こっていて、それから学校で勉強している、その間

の架け橋を架けるような問いかけを多数発して、小学生で

あっても意見を聞かなければ駄目だと思います。これから

はもっと意見を聞かないと駄目です。 

だから今日は授業のように進めますし、皆さんが主体的、

協働的に深く考えられるように、この1時間半の中で5回～

7回返して、皆さんが自分のこととして考えられるような

授業にしていきたいと思います。 

アクティブラーニングというのは聞いたことあります

よね。一応日本語では「主体的、協働的な深い学び」とい

うようなことで、その見本を示してみたいと思います。 

ここから10年。最大の社会変化は何でしょうか。思いつ

くのが、高齢化だったり少子化だったりするかもしれない

のですが、できたら世界中が巻き込まれるような社会現象

で、どういうのが一番大きいかというのを少し考えていた

だきたいのです。それで、3人～5人で組んで顔を合わせて

いただいて、一番大事なのが二つあります。人が言った意

見を絶対つぶさないこと。もう一つは、1周目、2周目ぐら

いはもう、とにかく馬鹿な意見から言う。絶対そんな起こ

りそうもないことでも良いので、ほかの人が「何言ってい

るの」「アホじゃないの」みたいな感じで、スルーされるよ

うなことでもよいです。要するに、最初に正解を見落とし

ますと頭やわらかくなりません。ろくなもの出ないから。

年上の方が正解っぽいことを先に言いうと、若い人は絶対

に意見を言いません。「そうだよね」「なるほどね」みたい

な「いいじゃん、それで」と、殊更何かこう波風立てたく

ないし、それで何か余計なこと言って叱られたくないし、

それ以上の何かいいことを言えって言われても困るから

ということで、実際、こういうブレーンストーミングと言

うのですが、知恵出しの会議をやるときには、本当は上司

あるいはリーダーの人は、最初に馬鹿なことを言ったほう

が、若い人たちが「それぐらいでいいのね」と気楽になり、

脳がつながって良いアイデアが引き出されるわけです。知

恵を出す会議、事務のチームでやることはそんなに多くは

ないかもしれませんが、今後、知恵を出そうというときに

は、この二つ、人の意見つぶさないこと、先ず馬鹿なこと

から言うことをちょっと覚えておいてもらいたいと思い

ます。 

なぜそうなのかという

と、いい知恵を出すために

は、佐藤さん、鈴木さん、田

中さんが、自分で考えたこと

や独り言を言い合っている

だけでは、これブレストでは

ないのです。これだったらやらないほうがましです。そう

ではなくて、佐藤さん、鈴木さん、田中さんが意見を言っ

た、佐藤・田中・鈴木脳というのができて、それでお互い

刺激し合い、お互いの言葉に刺激されながら、0.2秒前には

考えてもみなかったようなことが引き出される化学変化

が大事なので、これを是非そういう化学変化が起きるよう

に、最初、馬鹿なことから言ってもらいたいと思います。 

それではこれから10年、こんな変化があるのではないか

というのも、いろいろ出していただいて、その中でメジャ
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ーになりそうなものを出してみてください。 

このテーマについては、世界中の有識者の意見は、ほぼ

固まっています。これが唯一の正解というわけではないの

ですが、納得できる答としてかなり最強なのは、今後10年

間の間に、世界中の50億人がスマホで繋がることなのです。

スマホでやるところがミソなのです。スマホで繋がるって

ことは、映像で繋がるということなので、脳が擬似的に繋

がるということになりまして、50億人の人間の脳が並列コ

ンピューターのように繋がる時代が来るわけです。しかも

そこにロボットとＡＩが、繋がっていくという感じ。まず、

脳が繋がるという感覚。これって、すごく大事なのです。

あんまりピンとこない人いると思うのですが、実は、もう

すでに世界の10億人ぐらいの脳が繋がる状態になってい

ます。それはどういう意味かというと、10億人がスマホで

繋がっている。ある象徴的な出来事ですよ。何だと思いま

すか。 

ＰＰＡＰ。要するにそんなに自然に撮られたものではな

く非常に意図的に、ものすごい演出をされているわけなの

ですが、その1分間の動画がYouTubeに上がりました。日本

では話題になっていなかったと思いますが、それが世界中

で面白いということになって、ジャスティン・ビーバーが

「いいね」をすると、立ちどころに世界巡り巡って1億人ぐ

らいが見て、その年のうちに何と紅白歌合戦に出たじゃな

いですか。こんなことありましたか。今までにないと思い

ます。そんなルートから突如として新星が出てくるわけで

す。これで分かることは、これから歌だけではなくて、い

ろんなパフォーマンスやいろんな分野で起こるというこ

と。要するにここにいる方々も誰一人対象者ではない人は

いないわけで、何かここにいる方が、何かのパフォーマン

スで、ふっとネットに上げたものが、世界中で話題になっ

てしまう。あっという間にスターになるってことがあり得

ることです。 

天才が発見されるルート、世界中のいろんな領域での天

才をいきなり発見してデビューさせる、そういう装置がで

きましたってことが言われるかもしれません。そのネット

ワークにＡＩとそしてロボットがつながっていく。よく小

学生、中学生、高校生のことをこれから将来、ロボットと

共生する世代だとか言われています。全てのものがロボッ

ト化していくわけです。あるいはＡＩを搭載してセンサー

も搭載していく。 

それで、頭をやわらかくするためにちょっと考えていた

だきたいのですが、お掃除ロボ、これから5年10年するとど

こまで進化するか、馬鹿みたいなことから発想して、こん

なふうになるのではないかということをみんなで共有し

てほしいのです。ブレーンストーミングです。同じように

馬鹿みたいなことからガンガン言って、笑ってよいので。

本当にあり得ないこと、もう絶対不可能なこともよいです。

あのお掃除ロボがどこまで5年10年で進化するか。私が今

冗談みたいに言って皆さんが笑うことは、ほぼ実現します。

それをやるかどうかは別。あるいはコストがどれぐらい下

がるかは別なのです。今の技術でほぼ全部できます。そう

いう世の中に未来にみなさんが暮らすことと、もう今とは

つながっています。今とつながっているので、そういう世

の中に暮らしているわけです。 

そういうときに、仕事はどうなる

のっていう話です。少し前までは未

来というものを何で感じたかという

と、コンクリートと鉄ですよね。目の

前に例えば高速道路ができて、車が

バンバン走るようになるとか、でか

い建物が建つとか。あるいは、すごい

大きな客船が周航する、飛行機が飛

ぶ、新幹線がどんどん大きくて速くなる。コンクリートと

鉄による未来というのが示されました。だから、そういう

現物の夢がすごく分かりやすかったのですが、今の子がち

ょっとかわいそうなのは、全ての建設のうち半分ぐらいが

ネットの中で起こって、ネットの中に都市が構築され、そ

こで都市サービスが提供されています。ネットの中で起こ

ってしまうので、高速道路ができた時、あるいは橋がドー

ンと架かったときの「おおー」みたいなのがないわけです。

なかなか今の子どもたちが、夢を持ちにくい原因になって

います。更に言うと、例えばＩＰＳ細胞でも、ナノテクノ

ロジーでも、要は最先端の技術がみんな見えなくなってい

るから、今の子は大きな夢を持ってといってもすごく難し

いということが言えます。もう一言だけ触れておきますと、

この社会は半分の建設がネットで起こるようになるとい
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うふうに言いましたが、ということは、間違いなく今の子

どもたちは、半分の人生をネット内で過ごすことになると

思います。今でもビジネスマンで、結構真面目にビジネス

をやっていますと1日の半分はネットの中にいます。そう

ならざるを得ないのです。要するに人とつながる仕事をす

るということは、国際的にネットの向こうの人と仕事をす

ることになるので、できる人であればあるほどそうなりま

す。そんな社会になるということを、皆さんお分かりだと

思います。 

だとすると、半分の建設がネット内で起こるということ

は、こっちのリアルな社会の、例えば事務処理だったりあ

るいはリアルワークだったりというのがなくなることが

分かりますね。では、そこでなくなる仕事、なくなりにく

い仕事、新しく生まれる仕事というのを考えてみたいわけ

です。 

これからプログラミングはもの

すごく需要が増えますし、だから指

導要領で今回はなるべくプログラ

ミングを教えるみたいになってい

て、恐らくこれが必修化されて教科

になる、もしかしたら、10年はかか

らないと思います、それを評価、教科化されることになっ

てしまうのではないかという感じはあります。個人的には

プログラミングは全員に合うわけではないので、全員必修

はやめたほうがよいと思っていますが、ただ、小学校の段

階で一回教え、もしかしたらふだんの成績優秀児ではない

軽度発達障害の子のうち、自閉症スペクトラム（昔はアス

ペルガー症候群）の子がものすごく才能を発揮する可能性

があり、全員にやらせておいて、特に軽発達障害の子のう

ちそちらの才能のある子を取り出して、天才教育をやると

いうのは、そういう子にスポットが当たるよい機会になる

かもしれないとは思います。小学校の方はご存じかもしれ

ませんが、今回の指導要領の変更で、6年生に本来中学でや

っていた統計が下りてきました。なぜ下りてきたかという

のはそういうことなのです。統計がこれからすごく大事に

なるから。データをさわれる人が大事になるから。そうい

う仕事は増えます。それを先に押さえておいてください。 

では、なくなる仕事、なくなりにくい仕事を考えていき

ます。その中で当然、教員はどうなの、学校事務はどうな

のと、是非考えてもらいたいと思います。 

最初なくなる仕事に思いをはせたいのですが、一番典型

的なのは、駅の改札です。改札で物理的に切符を切ってい

た時代があります。駅の改札が典型的でしたが、これから

はどんどんいろんなところで起こります。 

では、次にどこで起こるのか。どういう仕事がなくなり

やすいと思うかです。これについては、いろんな新聞でも

発表になったと思います。オックスフォード大学と野村総

合研究所でやった研究が有名で、あるいはハーバードほか

いろんな世界中の大学の研究機関が出しています。結構ト

ップランクに近いところに上がっているのが、レールの上

を走る電車の運転士は、必要ないのと、もうロボット・Ａ

Ｉでよいのではないのということがすでに出ています。例

えば東京に行かれた方は、お台場に行くゆりかもめという

モノレールの運転士は開業当時からいません。これはかな

りリアリティがあります。 

それでは今度は、なくなりにくい仕事というのを考えて

もらいたいです。なくなりにくい仕事を本当に真剣に考え

てみるとどういうことが分かるか、結局、それを本来人間

がやるべき仕事をあぶり出しています。もっと言うと、ロ

ボットやサイボーグと比べて、人間とは一体何なのかとい

う本質にまでいけます。だから、私が20年やっている「よ

のなか科」の授業だと、この問いかけは相当しっかりやる

わけです。 

例えば付箋を配り、一つの仕事を思い浮かんだら、その

付箋１枚に一つの仕事を書きます。なくなりにくそうな仕

事をとにかく書きます。それを5人ぐらいで持ち寄り3～40

枚になり、それを白い紙に、貼り込んでいくわけです。貼

り込んでいくときに、軽いＫＪ法で今度やりますが、同じ

ものを書いたら上に貼り、近いなと思ったら近くに貼って、

遠いなと思ったら遠いところに貼っていく。例えば、看護

師はなくならないというのが出てきて、介護もっと出てき

たら近いのではないですか。更に保育なども近いかもしれ

ないですよね。でもさっきの列車の話で車掌が出てきたら

遠い。それは遠くに貼る。そういうことをやっていくと、

結局グループができます。グループができたらそれに名前

をつけていく。さっきの介護、看護、保育だったらどうい
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う名前がつくか分かりませんが、ネーミングをするわけで

す。一つだけその前に触れておきますと、高度に知的な仕

事はなくならないのではないかと思われる方がいますが、

実は医者とか弁護士が、先ほどのオックスフォードの調査

でもかなりトップランクに近いところに出てきます。弁護

士でも人間と人間のセッションみたいなことは残ると思

います。その背後で、この判例を調べるみたいな、事務所

でやるような仕事は、当然ＡＩが一番得意なわけでそれは

なくなるでしょう。だから、弁護士の仕事でさえもそうな

ので、要するに全ての仕事がそのようにＡＩのロボットが、

入っていくことで変質していくわけです。なくなるかどう

かは分かりませんが、変質はしていきます。 

医者の仕事は、ちょっと面白いので話しておきますと、

医者の仕事には診断と治療ありますが、治療は、人間とし

てやるべきことがたくさんあると思います。診断について

は、私が肺がんを疑われ病院に行くとします。データを一

瞬にして世界中の多言語で、全部のデータベース全部の症

例に照らし合わせて、一番近い例がどんな治療をしたらど

うなったか、どのような薬の投与をしたらどうなったかと

いうことを、調べるということをやってほしいです。これ

が得意なのがＡＩです。だからもしかしたらそれが別料金

で100万円と言われても、自分の命に係わるのでしたら払

うかもしれないし、1,000万でも自分の子供のことでした

ら、金を借りてでも払うと思うのです。ニーズは絶対にあ

ります。実はアメリカではＩＢＭ社のワトソンというコン

ピューターがもうすでに、実戦配備されて、がんの診断で

の分野ですが実績を上げています。そういうことで、高度

の知的な仕事でも、ある知識を調べればよいという処理力

側の仕事だと、どんどんＡＩロボットに代わっていきます。 

では、逆にそれからなくなりにくい仕事というのは、ど

ういう仕事をいうのでしょうか。少し面白いから皆さんに

これを議論してもらおうと思っています。 

運転士はさきほ

ど、なくなると言いま

したが実は、ＪＲの偉

い人に聞いてみたと

ころ、ローカル線でも

今はほぼ自動運転だ

そうです。もうほとんど運転士が判断しないそうです。最

後ストップする時とスタートする時のスイッチのオン・オ

フだけしかやらなくて、スピードコントロールから何でも

ほぼ自動運転になっているらしいのです。なぜ人がまだい

るかというと、何かあったときに責任を取らせるためにい

るらしいのです。要するに誰もいないと、結局その責任を

取らせる人がいなくなるから。安全弁として配置されてい

るという、すごい話だと思いませんか。それで車掌はどう

思いますか。運転士がいなくなっても、ゆりかもめにも車

掌はいますよ。なぜいるのか。車掌は、10年後いるのか、

あるいはロボットに代わってしまうのか。ここを議論して

もらいたい。これを議論することで、もし車掌が10年後に

もしいると言われるのであれば、それはなぜかでしょうか。

車掌の持つある機能とかある面がロボット、ＡＩに負けな

い面なのです。というところがきっと人間の仕事として残

るというところに結び付いていくので、車掌の仕事がどう

なるか。もし不測の事態が起こったときに、ロボットが対

応するのは相当苦しいと瞬時に思いました。要するに不測

の事態が起こる、想定外の事態が起こる、また板挟み問題

みたいなことは、プログラミングしていくことが難しいと

思うのです。ケース別にそれぞれの単機能のロボットを配

置するということになると、ものすごいコストがかかるし、

そういう意味で判断業務は人間にやらせたほうが、コスト

が安いということもあり得るのではないか。あるいはより

創造的である情報編集側の仕事になります。想定外のこと

への対処、あるいは板挟み問題で、仮説を作ってどんどん

解決していくみたいな、そういうことがロボットに負けな

い仕事のような感じが、ヒントになるかと思います。 

一応、ここで三つぐらいちょっとヒントを、ロボット、

ＡＩに負けない仕事のヒントをちょっと差し上げておき

ます。 

日本でいう影絵の文化みたいなこの手の動きは、最先端

のロボット技術者が10年かけても無理だと言っているこ

となのです。腕の筋力や足の脚力は、置き換えられて今は

サイバースーツやパワースーツがあります。ところがこの

人間の指だけは、横にも斜めにも動いているので、指を組

むなんてロボットには、ほぼできないということで、こう

いうところから手先の工芸はなくならないし、それからこ
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れの手の温かみ、なでると癒されるみたいな意味で保育だ

ったり、介護だったりはなくならないでしょう。それから、

もしかしたら医者よりも看護士のほうが残ると言われて

います。今は医者が偉そうに看護士に命じていますが、逆

転する可能性があるかもしれません。医者の経験や知識と

いうものがどんどん置き換わって、人間としての優しさだ

ったり思いやりだったり、存在そのものが癒しみたいな、

そういうのがクローズアップしてくる。つまり基礎的人間

力の上に、我々は学校へ行って情報処理力を高め、実社会

の中でいろんな経験をしながら情報編集力を高めている

わけです。これが生きる力の逆三角形というものなのです

が。ロボット、ＡＩが支配的になっていけばいくほど、多

分この基礎的人間力のほうがもっと力としてクローズア

ップしてくるということが絶対に言えます。 

もう分かったと思いますが、ロボット、ＡＩが奪ってい

く仕事っていうのが情報処理側の仕事です。それでこちら

の情報編集側が、知恵を出していき、インスピレーション、

イマジネーションを大事にして、正解がない問題に対して

仮説をどんどん出し、それで試行錯誤の中で解決していく

という、そちらの脳のモードが強い人は絶対生き残ると思

います。左から右に高速処理をしているだけの人は、恐ら

く10年後には生き残っていないかもしれないという感じ

です。 

ここで、皆さんは学校教育を受けていますが、日本の学

校教育は、ものすごく大きな問題を抱えています。その問

題を一瞬にしてあぶり出す、ちょっとある実験にちょっと

参加していただきたいと思うのです。白い商品、白いもの

を黒くしたら売れるもの議論します。皆さんの頭の中には、

何か考えはあると思いますか。学校では今この瞬間も、次

のような問いかけを先生がしますよ。小学校、中学校、高

校と恐らく皆さんも何千回、何万回とこういう問いかけを

されたと思います。そのとき皆さんはどのように反応でき

るのか、できないのか。ちょっと体験してみていただきた

い。 

「みんな、白い商品を黒くしたら結構よいのではないか

というのを、考えてもらいましたよね。みんな考えがある

と思うのですが、それでは、分かる人」「意見がある人」 

 見てください。「しーん」ですよね。これが、この瞬間で

も3万数千校の学校で残らず起こっています。「分かります」

これ、なぜだと思いますか。考えがないわけではないので

すよ。けれども、「分かる人」というふうに先生、聞くでは

ないですか。そうすると「分かる」というのは、正解を問

われたと思うから、正解が必ずしも当たっているとは限ら

ないから答えないのです。更に「意見ある人」って言われ

ても、特に例えば男の子なんかは、フルセンテンスで何か

言える自信なければ言わないですよ。「分かります」という

こと。つまり40人の教室の中で、こういうふうに「分かる

人」とか「意見ある人」とか「質問ある人」って言われて

も、大抵は小学校から手を挙げ慣れている成績優秀児5人

と目立ちたがり屋の3人。あと32人は脳が止まっているわ

けです。脳が止まっている、その時点でこれが日本の一斉

授業の最大のデメリットなのです。これを超えないと思考

力、判断力、表現力なんて聞いてあきれます。思考するよ

うにはならないと思います。 

では、どうしたらよいのでしょうか。ここから先、未来

の授業ですよ。未来の教室。こういうことをやってみたい

と思います。 

私が「どうぞ」と言ったら自分の考えを私に対してつぶ

やいてみてください。できたら大きめのつぶやき。後ろの

ほうの人は叫ぶような感じ。そんなに長ったらしく、わい

わい言わないで。これをやったらよいみたいなものが、こ

れを黒くしたらよいのではないのっていう、自分なりの意

見です。とにかく言ってみて下さい。これがそろうわけが

ないですよ。バラバラでよいのです。前後左右の人が何と

言おうと気にせずに言ってみてください。 

 「白い商品のうち、白い商品が常

識だっていううち、黒くしたら面

白いと思うものを一つ挙げてみて

ください。」 

実際まな板は本当に鋭いのだけ

ど、黒いまな板が発売されてヒッ

トしました。私のシェフの友だち

がいますが、使っていると言っていました。白系の野菜、

玉ねぎや大根がすごい速く切れる。けがもしなしはっきり

見えるから。あるいは耳かき、綿棒を黒くしたら見える感

じとか、珍しいところではトイレットペーパーですね。ト
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イレットペーパー黒くしたら高級感が出て売っています。 

 実はこういうことです。全員に一斉に答えさせれば、全

員の脳が活性化したままです。これがアクティブラーニン

グなわけです。要するに「分かる人」と言った瞬間に、も

うそれアクティブラーニングじゃないです。思考力を止め

ているようなものです。 

一条高校では、世界で初めて個人のスマホ、生徒たちは

個人のスマホを学級に持ち込み、Wi-Fiでつないで授業に

それを使わせています。そして、C-Learningというソフト

を使って、今考えたことを打たせます。メールみたいに。

そうすると送信ボタンを押した途端に、パッとプロジェク

ター画面に並びます。40人の意見が。あるいは質問が。例

えば、茂木健太郎さんに授業をしていただき、授業が終わ

った後に「はい、質問がある人」って言っても出ないので、

そのときに質問を出そうと思ったら、生徒に仕込んでおく

みたいなことをやると、スマホから打ち込んできます。C-

Learningのシステムがよいのは、無記名だから。意見だけ

が並ぶので誰が打ったか分からないから、だから極端な意

見や質問、あるいはちょっと失礼な質問も全部出てくる。

学校って下手をすると全ての授業が道徳の授業に、要する

に先生の左右の領域からはみ出ないようにと子どもたち

が気を遣って答えます。おかしいですよ、それでは、ディ

ベートにならないし、一条高校の「よのなか科」では、自

殺あるいは安楽死の是非です。これもこの場でやっても、

答えなんて出ないですよ。そういうことです。例えば、茂

木さんにどんな質問が出るかというと、「茂木さん、すみま

せん。その髪の毛天然ですか」みたいな。私も親しい仲で

も、聞けないことも。「子育てしているのですか」とか「結

婚しているのですか」というような、そういう質問を茂木

さんが自分でつまんで、面白がって答えながら深い質問に

も答えていく。その中に結構面白い質問があった場合、例

えば「これは誰が聞いてくれたのかな」って聞きます。そ

のとき手が挙がれば、その子を指せばよいですし、手が挙

がらない場合は、次にもうスルーしていけばよいわけです。

という感じで、議論がどんどん深まる。圧倒的に今の子は、

手を挙げさせるたり、ワークシートに書かせるより、スマ

ホから打ち込ませたほうが、自己開示が図られます。なぜ

かっていうと、もうＬＩＮＥは100％やっているし、ＳＮＳ

もやっている子は多いから、自分の今の状況や今の思いを

打ちこみ慣れているのですよ。こういうことをやらせると

ころで、面と向かったコミュニケーションが阻害されると

いう馬鹿がいるけれど、全然違います。まず自己開示させ

ておいて、それでそろったらコミュニケーションを深めて

いけばよいのです。今の子は、スマホが完全に一体化して

いますので、脳と直接直結しています。いちいち我々みた

いに打つなんて感覚ではないですよ。だから、40人で6行を

全員に打たれたら、とても授業になりませんから、字数制

限しないと駄目みたいな感じです。これでやっていくと、

自分の意見を発言し慣れていきますので、文章のレベルが

上がっていきます。それは「よのなか科」の授業を受けて

いる子の文章を見ていても分かります。しかもなおかつ学

校でやる文章に絵文字なんて使えないし、絵文字でごまか

せないから、何とか文章を打ってこようとするので、文章

力が上がるということが起こるわけです。このようなわけ

で、一条高校では発信する子供たち、意見を言える子ども

たちを育てて、その子どもたちの思考力、判断力、表現力

を引き張り上げようという感じです。 

これで処理力、編集

力の感じがわかったと

思うし、それからスマ

ホがどれほど有効かと

いうのも感じていただ

けたと思います。残念

ながら小学生にスマホ

からこうやって打たせるのは、ちょっとやめておいたほう

がよいかなと思うのですが、中学校は、10年以内にやって

もよいのではないかと思います。もう無理だと思う。スマ

ホを禁じるのは。高校は、全面展開が2020年ぐらいから図

られると思うので、変なインテリジェントボードみたいな

ものを買う金があれば、Wi-Fiを設立するべきだと思いま

す。この処理力、編集力について、だいたい整理がついた

と思います。 

では、最後のセッションで、この情報編集力を上げるた

めの自分プレゼン術という、これ実は校長研修ではやりま

せんが、皆さんは、事務のほうから経営に関わっていく人

なので、是非、この情報編集力を上げるためにこの練習を
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していただくと、短期的に自分のコミュニケーションのレ

ベルも上がるので、是非試してみてください。 

今日は、自分の人間力を上げる、ここでいうこの基礎的

人間力を上げながら、引っ張り出しながら、この編集力を

磨いていく。自分のキャラクターをどう編集すると相手に

もっと伝わりやすいかということを、練習したいわけです。

最初にやっていただくのが、このキャッチフレーズ掴み型

の自分プレゼン術で、隣にいる人、前後でもよいのですが、

2人で組んでいただきます。隣の人がよく知っている人だ

ったら避けてください。とにかく組んだら、初めましてで

す。次に、ほとんどの人が名刺を出すでしょう。名刺を出

したときどうなるかというと、相手は情報を処理するわけ

です。「この学校のこの役職の人ね」で終わり。そこでキャ

ラが伝わらなくなるのはもったいないので、名刺を出すの

を我慢してもらい、自分のキャッチフレーズを何か言って。

何か言って相手の意識を掴むという練習をしてほしいわ

けです。できたら今後の人生ずっとその練習をやってもら

うと、どんどんうまくなります。例えば私をぱっと見て、

私ぐらいの世代の人だったら8割方は、「さだまさし」の映

像若しくは画像が脳に入っているから、それをいじるだけ

で多分笑ってもらえる。そういう便利な顔を私が持ってい

るから。これは顔という資産ですよね。とにかく顔がある

有名人に似ているというのであれば、絶対使うべきです。

顔をいじるだけで相手が警戒を解くわけだから。 

最初の出会いで何が

大事かというと、人間と

いうのは、やはり古い動

物の脳を持っていて、意

識していないと思うの

ですが、最初の15秒ぐらいで相手が敵か味方か見極めてい

ます。子どもなんて絶対にそうです、感覚として。けれど

も、人間はみんな社会性を持っているから、敵だと判断し

ても、よい人だとうなずきながら、そうですねとか言いな

がら全然聞いてないということをやります。人間は、なか

なかややこしい動物なので、最初に相手に敵だと思われた

ら損です。一番損なのですよ。これを二度目、三度目のミ

ーティングでフォローしようとしたらとても大変。だから

第一印象はすごく大事なので、最初にちゃんと相手の意識

を掴んで、自分の脳と相手の脳をつなげる、その度に何か

できたら面白いことを言って意識を掴めて、そして自分を

卑下して笑わせるというのが一番よい。つまり掴みが取れ

ているので話しやすいし、笑っちゃった人は、そういう僕

のそのあとの話が聞きやすいと思うのです。 

次に使えるのは名前です。名前が難しく、読めないみた

いな。それを読んでみせて。例えばこの名前は、山口県萩

市で3軒しかなくて、大分に来たら1軒しかないとか、北九

州で１人だけだと物語を語れれば相手は警戒を解きます。

分かりますか。上でもいいし、下をいじってもよいです。

ちょっと名前を使えば相手が警戒を解きます。だから、皆

さん頭を正解主義頭モードから情報編集モードにして、自

分のキャラを編集して、何をこう出すと相手の意識を掴め

るか、相手の様子を見ながらちょっと練習してほしいわけ

です。これは、練習すればするほどうまくなります。気を

付けていただきたいのは、今日から安易に名刺を出さない。

やってみて、相手が、はあっという感じだったら、すかさ

ず名刺を出す。要するに安パイがここにあれば、別に失う

ものはないのだから。うけたらすぐに会話に入っていける

のですよ。名刺なんかを出す必要がないですよね。もし連

絡先を交換したいのでしたら、別れ際に渡すのが一番かっ

こいいわけです。名刺に頼っていたら、会社や役職のブラ

ンドに頼っている人だと思われます。まだ学校の事務であ

れば、嫌味はないのだけれども、これが大手企業の役職が

ある人だったら、コミュニティで名刺を出すのは御法度で

す。例えば、お父さんであっても仕事の名刺は、ＰＴＡの

場で、地域活動の場で、コミュニティの場で出すっていう

のはすごく失礼なことだと思います。特に皆さんだってコ

ミュニティをつかさどる人ではないですか。そういうとこ

ろでは、素で勝負するという癖をつけてほしいということ

です。コミュニティで生活するようになれば、それが自分

の武器にもなるのでお願いしたいと思います。 

ちなみに、和田中は学校支援地域本部発祥の地です。私

がある種発明をして、それを全国に広めて、伊吹文科大臣

のときに50億の予算を取られたから、全国に広め、全部の

学校に学校支援地域本部、今は地域学校協働本部ですが、

その一番がコミュニティスクールになるわけです。和田中

では、地域社会をまとめるのに、教頭がやるのではなくて
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事務へ移しました。事務室のほうが入りやすいし、地域社

会の人が職員室に入ろうとすると、先生方って結構何か変

な目を向けたりします。慣れていない、地域社会の人が職

員室に入ることに。私は徹底的にそれをやったので、何十

人という人が職員室で昼に弁当を食べられるようになっ

ていました。最初はそれがなかったので、ＰＴＡの会長が

入っていくのでさえも、ギッと顔を見ていたということで

す。だとにかくコミュニティというのはこういうことなの

で、この技術は、大事です。 

最後にもう1個だけ。今の相手で、究極のコミュニケーシ

ョンの練習をしてもらいます。何かというと、2分間の間、

片方がどんどん質問をします。それで片方が答えてくださ

い。個人的な質問を言ってください。どんな失礼な質問も

許します。2分間はもう無礼講。それはどういうことかとい

うと「離婚経験はありますか」もオッケー。そのかわり答

えるほうの人には、答えるほうの人には特権があって、答

えたくないことには答えなくてよいこと。それはパスみた

いな感じで。何をやってほしいかというと、2人の間で共通

点を探ってもらいます。ただし、その共通点には条件があ

ります。例えば、「あ、眼鏡かけている、眼鏡かけている、

共通点」ってこれは低すぎ。もう少しレアなものを探って

ほしいわけです。つまり、全然、関係ないと思ってしゃべ

っていたら「えっ、小学校一緒なの」みたいに鳥肌立つみ

たいな。感動までいかなくてもよいので、ふっとその話が

出た瞬間「ああ、そうなの」みたいな感じで、2人でうれし

くなるそういう共通点を2分間で、2個以上見つけてほしい

のです。実は、ここまでブレストとかやっていて脳をつな

げるっていう練習をしてきたので、どれぐらい速く相手と

脳がつながるのかという話です。つまり、同じ世界観をど

ういうふうに見つけるかの話なので、是非やってみてくだ

さい。今皆さんがやっていたコミュニケーションこそが本

当のコミュニケーションです。共通点を探ろうとするコミ

ュニケーションです。コミュニケーションの語源で「コミ

ナス」というラテン語がありますが、これ「コミュ」とい

うのが付く英語は全部これが語源です。例えば、コミュニ

ティ、コミューン、共同体。コミュニティは地域社会です

よね。それからコモンというのが、公共のという意味です

よね。コミュニズムって共産主義ですよね。みんなで共有

するってことですよ。つまりコムっていうのが付くのは、

こういう共有するっていう意味なわけです。コミュニケー

ションって伝達するという意味ではないのですよ。これ、

日本人は大変な勘違いしていて、伝達するではなくて、共

有するために共有物を探るのがコミュニケーションです

よ。是非、これ職場で縦横斜めにやれば、続々と絆が深ま

ります。絆が見つかるからです。多分私が急がせたから、

プラスモードのだけを皆さん探ったと思います。プラスモ

ードだけってどういうことかというと、興味のあるものと

か得意なものとか好きなものでやったとおもいます。それ

の後に実は2分、今度はマイナスモードだけでやるとよい

ですよ、本当は。今日は時間ないからやりませんが、例え

ば、挫折、コンプレックス、病気、失敗。細かいものでも

よいのです。もちろん話したくないことは話す必要はない

しとにかくそういうものを話せるものは、乗り越えている

でしょうから、それを交換したときに、例えば同じ病気に

かかったことがあるとか、つまり皆さんもう分かると思お

もいますが、プラスモードで共通点があるよりも、マイナ

スモードでぐっと共通点が発見されたときの絆のほうが

絶対に深くなります。これがコミュニケーションの非常に

不思議なところなのです。ということで、そういうことも

含めて、職場で縦横無尽にやっていただくと、チームビル

ディングが図られるという話を最後にしておきます。 

学校事務の仕事の話

に戻れば、情報処理業務

については、続々と機械

化していったほうがよい

に決まっています。ＩＴ

化するなり何なりと。例えば、一条高校ではタブレットを

全教員に持たせていますが、それで職員会議の議事はそれ

でやっています。それ以前には、例えば1000人規模の学校

なので、1回職員会議をやると1500枚の紙を使って刷って

いたましたがゼロになりました。去年の12月からは、職朝、

朝の会議もタブレットでやるようにしたので、それまで紙

で配って先生方の机上に10枚ぐらいのり、そして今まで10

分かかっていたことがほとんど2分で終わるようになりま

した。そういうことを含めて、先生方がやっている事務業

務も取り上げて、事務室がリーダーシップをとって、ＩＴ
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化したほうが本当はよいのです。磨き上げるのはこの人間

力の部分とそれから情報編集力です。課題を解決していく

ほうの力だということは、もう今日分かっていただいたの

ではないかと思います。 

というようなわけ

で、どうですか、ちょ

っと今日元気になっ

た気がしませんか。な

ぜかというと、人間っ

てぐっと閉じこもっ

て情報処理モードで仕事をしていると、エネルギーを奪わ

れるばかりなのです。編集モードで脳をつなげましたよね。

そうすると、人間は電気放出生物だから、エネルギー交換

が行われて電気が入ってきます。そういうものなのです。

だから事務の仕事、基本的に1人でこうやって左から右に

速く処理することをやられると思います。それはもう本当

に9割方、そういう仕事かもしれないけれども、それはやは

りエネルギーを奪われる仕事ではあるのです。これはしょ

うがないことです。これは批判的に言っているのではなく

て、これはしょうがないのです。一日に一回とか二回は、

頭をこっちに持ってくる、そういう仲間つくっておいて、

ブレストをやるなり何なりしてチャットする中でエネル

ギーをもらうみたいなそういう感じでエネルギー補てん

をしながら、健康に気をつけて、仕事をしていただきたい

なと思います。 

○ 子どもたちの将来、働き先があるのか、夢や希望を持っ

て生きていける世の中なのか、親のほうが心配でした
が、なるほどそういう考え方をしたらいいのか、と学校事

務職員としてより一人の親としてちょっと安心できる内容
でした。

○ これからを生きていくための情報編集力は教育に関して

もそうですが、学校経営等に参画していこうとする我々
事務職員にもますます必要となっていく力ではないかと
感じました。

○ 藤原先生の講演は初めてだったのですが、とても充実

した内容で、楽しく、聞きやすいと思いました。演題のと
おり、10年後自分に仕事があるかどうかを真剣に考える

こともできました。自分自身にとって大きく関わることな
ので、今回の講演を受けることができ、本当によかった

です。

＜アンケートより＞

 

◆ 第 1 分科会 

第１分科会で

は、「チーム学

校」？事務を「つ

かさどる」をテー

マに、～みんなが

幸せになる「働き

方改革」について

考えよう～をサブテーマとして、シンポジウム形式で行

われました。コーディネーターを先生の幸せ研究所・

WLBC 関西の 澤田真弓 さんにお願いし、シンポジストと

して、川崎町立鷹峰中学校校長 河野康世 先生、春日市

教育委員会 教育総務担当 西 佑樹 氏、久留米市立青陵

中学校事務 堀 典子 先生がそれぞれの立場で、チーム

学校や働き方改革、「つかさどる」ための働き方の確立、

子どもたちの教育条件整備など、国の緊急提言に関する

内容で進められました。今回は、ファシリテーショング

ラフィックをおこない、話を見える化することで場が活

性化し、また途中参加者が作業する場面もあり、今まで

にない分科会となりました。

○ 「学校をつかさどる」なんて自分にそんな大層なことでき
るのか？と思っていました。最近、何となく仕事がつまら
ないとさえ思い始めていました。しかし、分科会に参加し
て、これなら自分にもできそうと思うことがありました。
ちょっとした気づきを周りに伝える等、小さな事からでも
始めてみたいと思います。参加して良かったです。あり

がとうございました。
○ 事務職員の「働き方改革」について考えることが出来ま
した。今ある仕事にプラスして仕事を増やすのではなく、
定型業務等は集中処理や組織化するなど効率化し、教
育に関わる仕事をもっと増やしていくいわゆる仕事の
「質」を高める働き方をしていかなければと改めて考えさ
せられました。

○ 結局のところ職員間のコミュニケーションが不足してい
ることのように思います。昔と比べて自分もそう思うし、
問題解決の根っこかなと思います。

○ コーディネーターの方の進行が上手でシンポジストの皆
様の意見を引き出してあったので、大変充実した内容の
分科会だったと思います。やはり色々な場面（学校・共

同実施・事務研）で意見を出していくことは今から先は大
事なことだと思いました。学校事務職員として初心に
返って頑張ろうと思えるよい研修会でした。

＜アンケートより＞
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◆ 第 2 分科会 

第 2分科会は、今年度

全事研京都大会で北九州

支部が発表した内容のダ

イジェスト版が紹介され

ました。京都大会では､

非常に好評な分科会で、

今回も期待どおりの内容でした。新しい実践の第一歩と

して、より深く学校経営参画を行っていくための能力や

行動を探求し、その手立てについて考え、これからの学

校事務の目指す方向性についても示された感じがしまし

た。

○ 作成したものについての詳しい説明や理論が続く内容

かと構えていたが、とれも簡潔で洗練されたプレゼンと、
フランクな発問など、とれも親しみやすい分科会だった

と思います。大変参考になりました。

○ 北九州市の発表は、取組内容と発表の展開において、
大変良いものだった。分科会の運営、司会ともに洗練さ
れていると感じました。

しかし、事務職員全体としての取組による成果はどうな
のか。全体のレベルアップ繋がっているのか、取組状況

と成果の検証を行って頂きたいです。

○ 北九州市支部の皆さんが、学校経営への参画レベルを
向上させようと努力されている姿に感銘を受けました。政

令市への給与負担の移譲を受けて庶務業務の効率化
が図られたぶん、学校運営や教育活動によりいっそう関
わっていこうとする姿は、これからの学校事務職員の目

指すべき方向性を示しているように感じました。

＜アンケートより＞

 

 

◆ 第 3 分科会 

第 3分科会では、経験

5年以下のための、実演ワ

ークショップとして、「次

世代型の学校事務職員っ

てどんなだろう？」とい

うテーマで、志免中学校事務職員、木村淳さんにワーク

ショップの楽しみ方と実演を行っていただきました。 

ほとんどが若い事務職員ということで、気兼ねなく、

和気藹々とした雰囲気で意見交換ができました。 

来年度以降も若年者向けの分科会を開いて欲しいとの

話が聞かれました。 

○ なかなか同年代・同業種の方と話す機会が少ないの

で、とても貴重な時間を過ごせました。話しやすい雰囲
気を担当者がつくっていただき、初対面で緊張していま
したが、討議しやすかったです。

○ ワークショップ形式の研究大会に初めて参加させていた

だき、他県の先生と話す事が出来、今後の事務職員とし
てのあり方、将来像を考えることが出来大変有意義な時

間を過ごすことができました。運営してくださった先生方
本当にありがとうございました。スライドショー（パワーポ
イント）もこっていてとてもおもしろかったです。

○ 経験年数５年目以下向けということで、気軽に参加する
ことができました。実際の分科会でも特に緊張すること
なく、グループで自分の意見を話すことができ、今後も

経験年数が浅い事務職員向けの分科会があれば参加
させてもらいたいと思いました。

＜アンケートより＞

 

平成 29 年度 全事研セミナー報告 

 

平成 30 年 2月 16 日（金曜）に、東京都江東区のティアラ

こうとうにて全事研セミナーが開催されました。 

文部科学省行政説明 

文部科学省大臣官房審議官（初等中等教育局担当）  

白間 竜一郞 氏 

学習指導要領の改訂を中心に、最新の教育行政、事務職

員を巡る動向などの説明がありました。 

まず事務職員を巡る動向として、「チーム学校」答申にあ

る「事務体制の強化」、学校教育法の「事務をつかさどる」

への改正、地教行法の共同学校事務室に関する条文の新設

などについての説明がありました。 

次に、学習指導要領の改訂に

ついては、今回の改訂の方向性

として、社会に開かれた教育課

程の実現を重視し、「何を学ぶ

か」「どのように学ぶか」「何が

できるようになるか」のトライ

アングルがポイントであると

のことでした。特に外国語教育
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につきましては、セファール（ＣＥＦＲ）と呼ばれる国際

基準をもとに、「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「話す 

こと」「書くこと」という 5 つの領域別の目標を設定した

とのことでした。また、プログラミング教育につきまして

は、プログラミングの体験を通して論理的思考力を身に付

けることが狙いであるようです。 

 その他、教員の働き方改革や高大接続改革などの話があ

り、様々なアプローチを用いて学校のカリキュラム・マネ

ジメントを推進し、学校の教育力の向上を図るような施策

が話され、その中で、事務職員が果たす役割も大きくなっ

ており、今回の学習指導要領改訂の意味や考え方をしっか

り理解し、子どもたちの育ちに貢献できるような仕事をし

ていく必要性が示されました。 

 

講義Ⅰ  

「今後の学校組織開発の在り方とマネジメント力の向上」

茨城大学大学院 教育学研究科 准教授 

  加藤 崇英 氏 

事務職員のパワーアップのためにも、マネジメント力の

向上を図る必要があるとの話でした。 

そして、学校の組織開発や人材育成についての話では、

組織は常に環境変化に対応しなければ存続できないとし

た上で、ただ絵に描いたような組織図ではなく、自分自身

も育成するような仕組みを作らなければならないとの指

摘がありました。 

「チーム学校」では、教員だけのチームではないことを

強調され、「事務をつかさどる」への改正は、期待値の表れ

であり、共同学校事務室については、まだやっていないこ

とに、積極的関わっていく必要性を示されました。 

 学校事務の課題について、「つ

かさどる」への改正や共同学校

事務室の規定によって制度的な

ことは一段落したという見方を

示され、地域によって組織開発

のデザインは異なるので、これ

からは地域としての独自性を明

確化する必要があると問題提起され、事務職員の力量形成

についても、これからは地域において制度や組織を使って

力量形成しなければならないし、「つかさどる」職務の力量

への期待値は「従事する」とは明らかに違うと示されまし

た。 

 その他、研修プログラムにおけるミドル期に関わる部分

の充実、働き方改革に係る業務改善で事務職員が教員から

「剥がした」業務を担っていくべき分野についていくつか

の例示がされました。 

 最後に、キャリアステージによる力量形成課題の明確化、

管理職との協働・協力関係の構築の必要性や、管理職によ

って学校事務職員の評価に大きなバラツキがあることの

課題などについて言及され、これまで個業状態が中心とな

っていた事務職員も、学校組織の一員という自覚をもって

学校経営に参画すべきであるということでした。 

 

講義Ⅱ 

パネルディスカッション 

「新たなステージを歩む事務職員の責任と自覚」 

文部科学省初等中等教育局財務課長  合田 哲雄 氏 

茨城大学大学院教育学研究科 准教授 加藤 崇英 氏 

豊橋市教育委員会教育部教育政策課  

事務指導主事  風岡 治 氏 

学校教育法における事務職員の職務規定が「事務をつか

さどる」に改正されたことを念頭に、新しい時代を見据え、

今後の事務職員の在り方についての討議がなされました。 

 「学校（組織）の在り方」「事務職員の現状」をテーマと

した討議において、合田氏からは、文脈をとらえながら物

事を理解する力など、ＡＩにはない人間の力はまさに日本

の教育が育んできたものであること、そして日本の学校教

育の良さを引き継ぐためにも、働き方改革が必要であり、

効率化しながら教育の質を高めることが重要であること、

などの話がありました。 

 加藤氏からは、教師の仕事は不確実性が高いといわれて

いるが、事務職員の仕事は教師よりは確実性が高いといえ

ること、そして教員の不確実性を支える事務職員の在り方

を考えてよいのではないかと話されました。 

 風岡氏からは、ルーティンから脱して、非定型的な事柄

に対してその都度判断できる共同実施になれるか、そして

やはり地域とともにある学校づくりへどのように参画す
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るかが、今後の共同実施組織にとっての大きな課題である

ことを話されました。 

 「新たなステージを歩む事務職員の責任と自覚」をテー

マとした討議におきましては、 

合田氏から、社会に開かれた教育課程とはこれからの社

会で子どもたちに必要な力とは何かを学校と地域が共有

することである、そして事務職員が教科に縛られない横軸

の視点から校長の経営を支えていく必要性があると話さ

れました。 

 加藤氏からは、共同実施の中に学校における業務改善の

話を組み込んで、共同実施でしたことの恩恵が学校に帰っ

ていくようでなければ理解されないこと、そしてチーム学

校への貢献を説明していくためには、管理職と一緒にやる

仕事が理解されやすいのでないかと話されました。 

 風岡氏からは、事務職員としてのあるべき姿から考え、

ギャップを埋めるために何をすればよいかを皆で共有す

ることが必要であり、教育活動と条件整備を結びつけ、リ

ソースマネジメントを行うためには、事務職員が主体的に

教員と協働していかなければならないとのことでした。 

※5月の支部代表者会で、セミナーの報告予定です。 

 

北九州市立学校事務研究会研究大会 

 

平成 29 年 1 月 26 日(金曜) 

黒崎ひびしんホールにて、第 11

回北九州市立学校事務研究会研

究大会が開催されました。  

大会テーマを「学びを深める

学校事務の実践」とし、行政説明、

講演、実践発表、講話、研究討議と盛りだくさんの内容でした。 

講演では、文部科学省初等中等教育局参事官 木村直人 

氏が「業務改善と学校事務の役割」について話され、また実践

発表では、政令市移管間もないなか、新しい事務への取り組

みが紹介され、とても興味深い研究会でした。 

また、北九州市の業務改善に関わる学校事務職員の実態

についてテレビ局の取材も入り、北九州市の教員の業務改善

に事務職員の担う重要な立場にあることを感じました。 

来年度、第12回研究大会も開催が予定されています。今後

も目が離せない大会となりそうです。 

来年度の予定

H 30 5 23 (水) 拡大研究推進委員会

（評議員会・支部代表者会）

H 30 6 27 (水) 支部研究担当者研修会

（第20回総会）

H 30 8 1 (水) 全事研千葉大会（～3日）

H 30 12 14 (金) 第21回研究大会

 

 

 

 

 

 

 

 

◇今回の会報も、昨年度と同様に研究大会の記事を中心に掲

載しました。今回の研究大会は、12月に開催がもどり、また、

講演に藤原和博氏お呼びしたこともあり、県外から多くの参加

者がありました。全事研セミナーにつきましては、支部代表者

会にて報告をさせて頂きますので、支部代表者の方に、詳しい

内容をお聞き下さい。 

◇今回も北九州市の研究大会の参加報告を掲載しておりま

す。昨年 8月の全事研大会の発表で、北九州市の取り組みは、

全国的に有名となってきています。今回参加して、会長の取り

組みのなかで校長がいない時の対応として「校長先生になっ

た気持ちで考え、回答する」という言葉にとても感銘を受け、

学校内のよい繋がりを感じさせられました。また、職員の教材

購入にあたり、事務室に教科書をおいて、教科書に近い教材を

準備するという話もありました。とても参考になる話でした。 

◇今回で私が担当する最後の会報となります。皆さんの意に

沿った会報が出せなかったのではと反省ばかりです。これか

らも、本会への皆様のご協力の程、お願いいたします。 

（文責 辺春） 


